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200年 の 時 空 間 を越 え て一

ジェイン・マ ーセットの 『経 済 学 対 話 』(1816)

経済学部 講師 吉 野 成 美

一ロッパ大陸で も翻訳本が出回 り、アメリカ

でも版を重ねたベス ト・セラーになったという。

だが、彼女が著 したのは 「教本」 であ り、作

者 自身のうちたてた理論に基づ く研究成果が

発表された 「学術書」ではなかった。事実、

マーセッ トは、自ら経済学に精通 し、 リカー

ドやマルサスといった同時代の著名な経済学

者 と学術的な親交 を持ちは したものの、 「経

済学者」 として西洋経済学史にその名を刻む

ことはな く、ゆえに経済学史における彼女の

経済学大衆化への貢献 という大 きな功績 も、

特 にその死後、徐 々に評価の対象 とすらなら

ないほどに、歴史の片隅に置 き去 りにされて

いった。

この ように、今 となってはほとんど忘れ去

られた存在であるマーセッ ト夫人だが、彼女

の 『経済学対話』の出版には、経済学史にお

いて大 きく二つの意味で重要な要素があった

と私 には思われる。一つは、著者が女性であ

ったこと。19世 紀前半の英国にあっては、経

済学に限らず、ほとんどすべての学問分野に

おいて女性は公的な教育機関を通 しての知へ

のアクセスを阻まれてお り、ゆえに学問的知

識 を備えた女性の文筆家はまだまだ珍 しい存

在であった。 また、仮 にすば らしい内容の著

書 を発表 したとしても、社会的 ・政治的な後

ろ盾がない限 り、著者が 「女性である」 とい

うことは、それだけで純粋で客観的な読者の

評価 を得 るのをことさらに難 しくする時代で

もあった。そして、 この ように珍 しい存在で

あった女性 としての文筆家マーセッ トが想定

読者 として選んだのが主に結婚前の10代 の女

性たちであったということが、もう一つの重

要な意味 をもって くるのだ。知へのアクセス

も し近 畿 大 学 に 赴 任 して い な け れ ば 、 決 し

て実 現 しなか ったで あろ う多 くの素 晴 らしい 人 々

との出会 い の中 に、私 は歴 史上 の 人物 ジェ イ ン ・

マ ー セ ッ ト(JaneMarcet:1769-1858)と の そ

れ を含 め た い 。2005年 の4月 、 英 語 教 員 と し

て 本 学 の 経 済 学 部 に着 任 した私 は 、 ふ と した

き っ か け で 、 本 学 図 書 館 の 貴 重 書 コ ー ナ ー

に所 蔵 され て い る 一 冊 の 本 、 『経 済 学 対 話 』

(1816)を 紹 介 され 、 それ を読 んで い く過 程 で 、

著 者 で あ る ジ ェ イ ン ・マ ー セ ッ トな る 人物 に

次 第 に惹 か れ て い った 。

ジ ェ イ ン ・マ ー セ ッ ト ー 彼 女 は ビ ク トリ ア

朝 の 英 国 に 生 き、 化 学 、 経 済 学 、植 物 学 、 物

理 学 、 神 学 、 そ して 言 語 学 な ど、 実 に多 分 野

にわ た っ て そ れぞ れ の 学 問 に関 す る教 本 を著 し、

そ れ らの 著 書 を通 して 英 国 の み な らず 、 ア メ

リ カ や ヨ ー ロ ッパ の 国 々 に お け る青 少 年 の 教

育 に大 き く貢 献 した 女 性 著 述 家 で あ る。 そ の

名 前 は 、 彼 女 の 生 き た 時代 に は そ れ な りの 知

名 度 を保 っ て い た よ う で あ る が 、彼 女 自 身 が

持 ち合 わ せ て い た と思 わ れ る ビ ク トリ ア朝 の

女 性 ら しい 謙 遜 の た め か 、 あ るい は そ の著 書

が 多 岐 に わ た りす ぎ 、各 学 問 領 域 に 分 断 され

て 紹 介 され て きた た め か 、21世 紀 の 現 在 、 ジ

ェイ ン ・マ ー セ ッ トを知 る 人 は きわ め て少 ない 。

しか し なが ら、 ひ と た び 彼 女 の 著 書 を ひ も と

け ば、 そ の テ ク ス トか らす け て み え る の は 貞

淑 か つ 寛 容 、 そ して 博 学 才 知 な 淑 女 とい う、

きわ め て魅 力 的 な 女性 像 な の で あ る 。

『経 済 学 対 話 』 は 、 当 時 、 公 的 な 教 育 機 関

に お い て 経 済 学 を勉 強 す る 機 会 に恵 まれ な か

っ た 女 性 た ち を対 象 に 、 経 済 学 を わ か りや す

く解 説 し た教 本 で あ る。 出 版 当 時 、 これ は 大

変 な 人 気 を博 し、 イギ リス 国 内 の み な らず ヨ
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リアや知名度 よりもまず、読者の受容性 を優

先 しようとい う彼女の慎重 な姿勢がこの選択

に垣間見えるといっては大げさだろうか。 と

もか くも、『経済学対話』の著者がジェイン ・

マーセッ トであることが公 になるのは、初版

が発表されてか らおよそ20年 後の1837年 にな

ってからである。

教本の内容 にもふれてみよう。前にも述べ

たように 『経済学対話』は当時、公的教育機

関で高等教育 を受けることがまだ許 されてい

なかった10代 の女性たちが経済学に無理なく

馴染めることをとりわけ意図 して書かれた教

本であった。その仕掛けはまず、この教本が 「教

本」というよりはむしろ 「物語」の ような舞

台設定の上にな りたっているところにあって、

この本では、無邪気で知的好奇心旺盛な少女

キャロラインを聞き手 に、博識高い女性教師

B夫 人が経済学を講義するという 「おしゃべ り」

のような対話形式で全体が構成 されている。

実際、この教本 を読んでいると、私は経済学

についての講義内容その ものよりその周縁部

分のことが気になって仕方がない。例えば、

B夫 人 とキャロライン、この二人は どこでこ

の対話を繰 り広げているのだろうか?と い う

疑問がふと脳裡 をかすめる。 『化学対話』の設

定では講師B夫 人の講義を聞 くのはキャロラ

インともう一人、姉のエミリーが存在した。 『化

学対話』で化学の勉強を一通 り終えた二人の

うち、キャロラインだけが 「(化学の)次 は経

済学 を学びましょう」 とB夫 人に促 され、再

び勉強することになっている。今回はエ ミリ

ーが不在 とはいえ、設定としての姉(と いう

家族)の 存在は、なんとなく家庭的でカジュ

アルな雰囲気を示唆 していて、ひょっとして

B夫 人はこの姉妹の家 に雇われている家庭教

師で、この教本での講義はすべてキャロライ

ンの自宅で行われたのだろうか?と 想像 をめ

ぐらせたりすることが可能である。読みすす

めていけば後になってキャロラインの他愛な

い発言か ら、彼女の家では庭師 も雇 っている

ことが判明するので、ここのお宅は家庭教師

を雇 うくらいの経済力 をもったそれなりの家

を 阻 まれ た 環 境 に あ っ た はず の 女 性 の 著 者 が 、

同 じ く知 へ の ア ク セ ス を 阻 ま れ て い る後 続 の

女 性 に 対 して 「経 済 学 」 を流 布 させ る 目 的 で

書 か れ た教 本 一 『経 済学 対 話 』 は、 実 の とこ ろ、

西 洋 経 済 学 史 に お い て 画 期 的 な意 味 を持 っ た

書 物 で あ る とい え るの で あ る。

マ ー セ ッ トの貴 重 な初 版 を実 際 に ひ も とい て 、

デ ィテ ー ル を確 認 して み よ う。 表 紙 を め くっ

て 最 初 のペ ー ジ に は、CONVERSATIONSON

POLITICALECONOMY:INWHICHTHE

ELEMENTSOFTHATSCIENCEAREFAMn∫

IARLYEXpLAINED.と い う タ イ トル が まず あ

るが 、 そ の 下 に本 来 あ る べ きは ず の 著 者 の 名

前 は書 か れ て お らず 、 か わ り にBYTHEAU-

THOROF"CONVERSATIONSONCHEMIS-

TRY."(『 化 学 対 話 』 の 著 者 に よ る)と だ け 記

され て い る 。(写 真 ① を参 照)

写 真 ① 近 畿 大 学 中央 図書 館 所 蔵 の

J.Marcet,Coπ ソer5α〃oη50ηPo1ゴ々`α'E`oη αηア

(r経 済 学 対 話 」)の 最 初 の ペ ー ジ 。

『化学対話』はマーセッ トが1806年 に匿名で

(ただし女性であることは明か していた)発

表 したデビュー作であ り、化学についてわか

りやす く解説 して人気を博 した教本であった。

『化学対話』の成功 に自信 をつけたマーセッ

トは、自身の二作 目が一作 目と同一の作者で

あることを明記することで、これまでに獲得

した読者の定評を利用したいと考えたのだろう。

ただ しその一方で 『化学対話』の際の匿名性

をも保持することで、著述家 としての自身の

名前をいまだ公 にしない選択を したのである。

文筆家 として、また女性 として、自身のキャ
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写真③ ② で示 している15ペ ー ジの拡大写真。

B夫 人:

経 済 学 の 講 義 は 大 学 で 、 特 に エ デ ィ ンバ ラ で

受 け る こ とが で き ます 。 そ こで は 学 生 さ ん の

多 くが こ の 科 目 に精 通 して い る の で す け れ ど、

そ れ は まだ 偏 見 で 凝 り固 ま ら な い 若 い う ち に

こ の学 問 を学 ぼ うと したか らな の です よ。

キ ャ ロ ラ イ ン:

で も先 生 、 そ れ じゃ あ 私 は ど うす れ ば 良 い と

い うの で し ょ う?私 は こ うい っ た 大 学 で の 講

義 に 出 席 す る こ と を 許 さ れ て は い ませ ん 。 そ

れ に 、 私 に は と っ て も難 しす ぎる よ う な 論 文

を 一一人で 読 み 始 め る勇 気 も残 念 な が ら、 も ち

あ わせ て い ませ ん し。

女性が 「大学での講義 に出席することを許 さ

れてはいなかった」当時の様子が このキャロ

ラインのセ リフにしのばれる。だがマーセ ッ

トはここで、社会の不平等 を疑問視 した り、

もしくは女性の教育 を受ける権利 を主張する

といった発言を避け、かわ りにB夫 人に次の

ような解決方法 を提示 させることで自身の教

本の意義を際立たせるのだ。

B夫 人:

も しか した ら 、 私 が あ な た の お 役 に立 て る か

も しれ な い わ。 幸 運 な こ と に 、 私 は こ の 分 野

の 勉 学 が さか ん に 議 論 さ れ る よ うな 環 境 に長

ら く身 を お い て き ま した 。 そ して 、 そ の 中 で

面 白 い と感 じた こ とが き っ か け で 、 こ の 学 問

に 関 して書 か れ た 素 晴 ら しい 著 者 た ち に よ る

作 品 を通 して こ の 学 問 の 原 理 を勉 強 して き た

庭 で あ ろ う と推 察 す る こ と もで き て 、 な ん と

も楽 しい の で あ る 。

と は い え 、B夫 人 と キ ャ ロ ラ イ ンの 「お し

ゃべ り」 は 決 して無 秩 序 に行 わ れ る もの で は

な い 。 毎 圓 の 講 義(レ ッス ン)は 章 ご と に 分

け ら れ て い て 、 各 章 の 最 初 で は 「前 回 の レ ッ

ス ン で は ○ ○ を学 び ま した 。 そ れ を ふ ま え て

今 回 は ×xを 学 び ま し ょ う」 とい っ た 具合 に、

さ なが ら習 い 事 の よ う に 段 階 を経 て 、 経 済 学

を少 しず つ 習 得 して い く よ うに 予 め 仕 組 まれ

て い る 。 そ して お そ ら く、 こ ん な楽 しい 工 夫

が 施 され た教 本 で あ る か ら こ そ 、 こ の 教 本 を

手 に取 っ たで あ ろ う当 時 の 若 い女 性 読 者 た ちは 、

自分 た ち と とて も似 た境 遇 に あ る キ ャ ロ ラ イ

ンに 自己 を投 影 させ た上で 、B夫 人 の講義 を 「読

み」、 キ ャ ロ ラ イ ン と 同時 進 行 で経 済学 の 知 識

を学 ぶ こ とが で きた の で あ る 。

単 な る 物 語 設 定 と は い え 、 マ ー セ ッ トは 序

章 の と こ ろ で まず 、B夫 人 が この よ う に私 的

レベ ル で 教 え 子 キ ャ ロ ラ イ ンに 経 済 学 を講 義

す る こ と に な る背 景 を き ち ん と説 明 して い る

点 も見 逃 せ な い 。 次 の 二 人 の 会 話 が そ の 部 分

で あ る 。(写 真 ② と③ を参 照)

■■■■幽i■幽h■幽L皇舳 幽幽■畠㍉r・

写 真② 同 書 物 の14-15ペ ー ジ。 本文 中 に引 用 して い る

キ ャ ロ ラ イ ン とB夫 人 の 対 話 が掲 載 され て い る。



の で す 。

公的な教育機関に頼 らず とも、既 にB夫 人は

経済学が 「さかんに議論されるような環境に

長らく身をおいて」その 「原理を勉強してきた」

才女なのである。同じ女性であるキャロライ

ンにとって、そして彼女に自己投影 して経済

学をこれから学ぼうとしている女性読者 にと

って、B夫 人(と 彼女の背後 に存在するマー

セ ット夫人)は なんと頼 もしい人生の先輩で

はないだろうか。

マーセ ットが経済学 を若い女性たちに広め

ることを意図 してこの本を発表 した1816年 か

らおよそ二世紀が過 ぎようとする中で、当時、

英国の書店に並んだうちの一冊が、おそらく

は様々な所有者 を介 した後に、海を渡っては

るばる日本の近畿大学にやってきた。男女 を

問わず、学部を問わず、学びたい者が学びた

い学問分野を専攻することができる200年 後の

異国の大学で、 自分 の書いた本が読 まれるこ

とになろうとは、当時のマーセッ ト夫人は想

像 だに しなかったであろう。そんな異国の大

学の、経済学部に所属する一女性教員 として、

私 自身はマーセ ット夫人とその 『経済学対話』

に出会えたことを貴重な縁だと思っている。


